
放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律施行規則の規定に基づきフレキシ

ブルディスクの記録の方式等を定める件 

（平成１１年３月２９日科学技術庁告示第１号） 

 

放射性同位元素等による放射線障害の防止に関する法律施行規則（昭和３５年総理府令

第５６号。以下「規則」という。）第４２条第１項及び別記様式第２４備考３の規定に基づ

き、書類に代えて提出することができるフレキシブルディスクの記録の方式等を次のよう

に定める。  

一 「コード番号」は、許可（承認、届出）番号、次項に規定するフォーマット番号及

び当該提出の年月日（西暦紀元により年月日の順に連続して記載すること。例えば、１９

９９年１月１日は「19990101」と記載する。)を「○○―○○○○○―○○○ ―○○○○

○○○○」のように記載する。  

二 「フォーマット番号」とは、次の表の左欄に掲げる規定に基づく提出に対する同表

の右欄に掲げる番号をいう。 

規則第１０条第３項 ０７０ 

規則第１０条の２ ０７２ 

規則第３１条第１項 １６０ 

規則第３２条第２項 １７０ 

規則第３９条第３項 ２１４ 

 

三 提出するフレキシブルディスクは、次の各号に該当するものでなければならない。  

１ 工業標準化法（昭和２４年法律第１８５号）に基づく日本工業規格（以下「日本工

業規格」という。）Ｘ６２２３に適合する９０ミリメートルフレキシブルディスクカ

ートリッジであって日本工業規格Ｘ６２２５に規定するトラックフォーマットがさ

れているものであること。  

２ ボリューム及びファイル構成については、日本工業規格Ｘ０６０５に規定する方式

であること。  

四 日本工業規格Ｘ６２２３に規定するラべル領域に、次に掲げる事項を記載した書面

をはり付けなければならない。  

１ 工場若しくは事業所、販売所、賃貸事業所又は廃棄事業所の名称及び所在地  



２ コード番号  

五 第三項に規定するフレキシブルディスクヘの記録は、科学技術庁のインターネット

ホームページ（http://www.sta.go.jp/）に掲げる提出用ＦＤ作成プログラムを用いてするこ

と。 


